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オカガニ類はその名の示す通り陸棲のカニで､ 琉

球列島では６種 (オカガニ�������	
�������，オ

オオカガニ�	������	�	�����
，ヘリトリオカガ

ニ ���������，ムラサキオカガニ ���	������	

�	�	����，ヒメオカガニ �����	������	��，ヤ

エヤマヒメオカガニ��������) の記録がある (藤

田，����)｡ 沖縄島周辺では､ 前４種が生息し､ う

ちオカガニ���������とオオオカガニ���	�����


の２種は普通に見られる｡ オカガニは内陸部の川沿

いに､ オオオカガニは海岸部の湿地帯に生息し､ 両

者には棲み分けが見られる (���	�＆�	
�	�	
���

�，����)｡

オカガニ類は､ 陸棲でありながら幼生期を海で過

ごすため､ 繁殖期になるとメスが放卵のため海岸に

降りることで有名である｡ そのうち､ オカガニ��

�������は特に個体数が多く大型であるため､ ５～

��月の満月前後の夜､ 満潮時刻に県内各地の海岸で

多数のメスが現れ､ 一斉に全身を激しく震わせて放

卵する行動がよく観察される｡ 放たれた卵はすぐに

孵化し､ ５期のゾエアと�期のメガロパを経て､ 約

１ヶ月後に再び上陸して稚ガニとなる｡ 八重山地方

の一部では海岸に降りる抱卵メスを食用にしていた

というほど身近なカニである｡ (諸喜田､ ����) し

かしながら､ オカガニの繁殖生態に関しての文献は

古いものしかなく､ まだ謎も多い｡ たとえば､ 交尾

の場所や雌雄の比率､ 脱皮と交尾の関係などに関す

る報文はない｡ また､ カニ類の多くは１シーズンに

多数回産卵することが知られていたが､ オカガニが

２回産卵することが確認されたのは､ ごく最近のこ

とである (山�ら､ ����～����)｡

－��－

沖縄県立博物館・美術館, 博物館紀要（������., ���
	�	�������������.)，���� !!���－"� ���"

��	
�����������������	
������������������ !

山� 仁也1)

��������	�
����������������������	����	���������	
�������	����

���	�	����	���	���������� ����
!

"��
	#$%$&$'�()

�)沖縄県立博物館・美術館 〒���#����沖縄県那覇市おもろまち"#�#�

���
	�	�����$��	����% 	
&������% �%���%	$'�"#�#� �	'	#�'� ���
	�	 ���#����(	!	
�

図１ オカガニ���������(♂) 図２ オオカガニ���	�����
(♀)



著者は����年に石垣島で､ ����～����年にうるま

市宮城島で､ 産卵降海個体を中心にオカガニの生態

調査を実施してきた｡ 前述の２回産卵を突き止めた

他に､ 脱皮せずに３年連続で産卵したメス個体も確

認した｡ このことはオカガニが陸上生活を発達させ､

脱皮せずに交尾をするようになった��	 (�
��

��
���
����) 種である可能性を示唆している｡

また､ 巣穴外での交尾はほとんど確認されないこと

やオスの徘徊が繁殖期の初期に限られていることな

どから､ 繁殖期には巣穴にメスを囲い込んで交尾し

ている可能性なども考えられる｡

これらをふまえ､ 本研究では瀬長島のオカガニに

焦点を当て､ 予備調査を行った｡ 瀬長島は沖縄島豊

見城市の那覇空港近くにある面積約��万㎡､ 周囲約

�����程度の小さな無人島である｡ ����年に観光

振興地域制度 ｢エアウェイ・リゾート豊見城｣ の指

定を受け､ ����年現在､ 島の北西部はリゾートホテ

ルの建設中である｡ 娯楽施設もあり､ 週末には家族

や若者の憩いの場として､ 来訪者も多く､ その自然

は急速に失われつつある｡
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（１) 瀬長島の環境確認

瀬長島周回道路､ 横断林道､ 遊歩道を歩き､ 大

まかな環境を確認した｡

調査日時：����年６月��日 �����～�����

(２) 満月大潮の日没直後より２時間程度､ 周回道

路にてラインセンサスを行い､ 見つけたオカガニ

は捕獲して簡易マーキング (油性マジックによる

ナンバリング) を施し､ 甲幅測定後に放逐した｡
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図３ オカガニの幼生と生活史 (諸喜田ら，����，
｢甲殻類学｣)

図４ 瀬長島地図



調査日時：７月４日 �����～�����

８月	�日 ���	�～�����

９月	�日 �����～�����

��月	�日 �
���～�����
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（１) 瀬長島の環境

瀬長島は最も高いところで標高	��強の丘で

ある｡ 上層部にはアコウ､ イヌビワ､ クスノハカ

エデなどの石灰岩性の樹木が生育し､ 中・下層の

日当たりの良い林縁には､ ギンネム､ オオバギ､

クワズイモなどが繁茂していた｡ (図４､ ５参照)

図４の�地点から舗装道路に沿って登れるが､

現在ホテル建設中 (地点) のため行き止まりに

なっている｡ 行き止まりから左に未舗装の遊歩道

を行くと拝所がある (�地点)｡ 拝所の奥は石灰

岩の小さなフィッシャーが行く手を阻む｡

６月下旬のこの時期､ リュウキュウアブラゼミ

とリュウキュウツヤハナムグリが多く目につき､

下層の草原では､ タイワンツチイナゴが数多く飛

び跳ねた｡ その他､ オキナワモリバッタ､ オオジョ

ロウグモなどが見られ､ 自然度が高いとはいえな

いが､ 沖縄島南部によく見られる２次林の様相を

呈していた｡

�地点より西側に崖を下ると､ 周回道路に常に

大きな水たまりができており､ この辺りの湧水

(地下水) の水量が豊富であることがうかがえる｡

また､ その付近でカニ穴も見られ､ オスのオカガ

ニが１個体徘徊していた｡

(２) 満月調査

４回の満月夜間調査で見られたオカガニは､ す

べて図４の�地点の傍線範囲に集中していた｡

記録個体を以下の一覧に示す (表１)｡

－��－

図５ �地点より少し登った道路付近の様子

図６ 本調査で初めに出会った小型のオカガニ (♂)

表１ 満月調査での発見個体

調査日 通番 甲幅(㎝) 備考
７月４日 発見・捕獲なし
８月31日 1 5.48 抱卵♀

2 6.52 抱卵♀
3 6.58 抱卵♀
4 6.30 抱卵♀
5 7.34 抱卵♀
6 6.84 抱卵♀
7 7.22 抱卵♀
8 5.10 抱卵♀
9 6.68 抱卵♀
10 5.92 抱卵♀
11 6.21 抱卵♀
12 6.52 抱卵♀
13 6.79 抱卵♀
14 6.86 抱卵♀
15 6.75 抱卵♀

９月３日 16 6.40 抱卵♀
17 6.50 抱卵♀
18 8.00 抱卵♀
19 5.52 抱卵♀
20 6.55 抱卵♀
21 6.55 抱卵♀
22 7.12 抱卵♀
23 6.60 抱卵♀

10月30日 24 6.56 抱卵♀



７月４日は徘徊個体を見ることはなかった｡ ８

月��日は��個体の徘徊個体を発見し､ すべて抱卵

メスだった｡ どれも発眼卵で褐色に色づいており､

放卵のために降海してきたことは間違いない (図

７)｡ ９月��日は８個体の放卵メスを発見した｡

��月��日は１個体の放卵メスを発見した｡ (図８)

各月の捕獲個体の甲幅サイズの平均と標準偏差

はそれぞれ､ ８月が���	
�±����､ ９月が����±

����で､ 有意な差はなかった｡ ��月は１個体のみ

なので､ 平均ではない｡ (図９)

� ��

沖縄島周辺でオカガニ��������	
の多く見られ

る場所として､ 国頭村の喜如嘉やうるま市の宮城島

が有名である｡ 喜如嘉に関しては未調査であるが､

宮城島に関しては､ 最近��年は個体数が維持されて

いることが確認されている (田港ら､ ���)｡ 瀬長

島にもオカガニが見られるように､ 市街地に近くて

も､ 生息環境が攪乱されなければ､ 個体群を維持す

ることが可能である｡ ただし､ 瀬長島の個体群は石

垣島大浜海岸 (山�，���) やうるま市宮城島に比

して圧倒的に少なく､ 風前の灯火である｡ 人の往来

も激しく､ 今後リゾートホテルの完成で､ さらに環

境が改変されることは想像に難くなく､ この個体群

の維持は難しいだろう｡ 今のうちにしっかりした生

態データと瀬長島産の標本を残しておく必要がある｡
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図９ 各月の捕獲個体の甲幅サイズの平均と標準偏
差

図７ ８月��日に捕獲した９番のオカガニ (左) と抱卵の様子 (右)

図８ 発見個体数

図�� 甲幅と鉗脚の相関 (田港ら，����)



����年７月４日は宮古島市の池間島など､ 先島諸

島でオカガニの放卵が確認されたというテレビ報道

があったが､ 瀬長島では見つからなかった｡ 産卵期

と温度 (気温) には相関があることが考えられるが､

気象庁の統計による月平均気温は宮古島市と那覇市

で１℃程度しか変わらない｡ 産卵シーズンの始まり

は､ 地域ごとの微妙な環境変化が影響を与えている｡

宮城島における甲幅サイズと鉗脚に関して､ 甲幅

５��を越える頃から性的二型がはっきりしてくる

ことが報告されているが ((図��､ 田港ら，����)､

瀬長島で採取された抱卵メスの最小甲幅は������

であり､ これによく合致する｡ 抱卵個体の甲幅の平

均値が	����前後で､ 月ごとの違いは見られなかっ

た (図９)｡ 大型の個体はシーズンの初期に産卵す

る傾向にあるという示唆を与える報告もあるが (金

城，�

	)､ 今回は８月２日の満月に調査をしてい

ないこともあり､ 大きさと産卵時期の関係は不明で

ある｡ １シーズンに２回産卵した個体も見つかって

いない｡

発見した��匹の抱卵個体はすべて�地点の約���

�の範囲内に集中していた｡ これは､ キャンプ場

やバーベキュー基地､ ゲームセンターなどの娯楽施

設があって明るく人気の多い地点付近や､ ホテ

ル建設中の�地点をオカガニが避けていることの

証左である｡ �地点は真っ暗だが､ 若者やアベック

などが多く､ 花火のメッカでもある｡ �地点から�

地点にかけてはいつでも釣り人が点在しており､ オ

カガニにとっては､ �地点といえども産卵しやす

い場所ではない｡ ただし､ 瀬長島の場合は海岸林か

ら波打ち際までの距離が､ 宮城島や喜如嘉､ 石垣の

大浜海岸に比べ断然短いため､ 外敵や人に襲われる

危険性はかなり減少する｡ それが､ 瀬長島のオカガ

ニ個体群が細々と生きながらえた所以かもしれない｡

� ����

瀬長島のオカガニは､ おそらく多くても百個体程

度の小集団であろう｡ 沖縄県全体の膨大なオカガニ

個体群を考えれば､ さほど重要な個体群ではないか

もしれない｡ 周辺の那覇市や豊見城市の埋め立てや

都市化で消えていった個体群同様､ 近い将来消えゆ

く運命かもしれない｡ しかし､ 瀬長島のオカガニ個

体群を調査・維持することには､ いくつかのメリッ

トがある｡

第一に､ 自然環境の学習の場としての重要性であ

る｡ 都市部に近くオカガニの生息する環境は､ 那覇

市､ 豊見城市近辺では瀬長島を除けばほぼ皆無であ

る｡ わずかに漫湖周辺にも生息するが､ こちらも減

少している｡ 瀬長島にはオカガニのほかにもカクレ

イワガニが産卵降海する姿が目につき､ 陸と海を結

ぶ環境の重要性を身近に学習する良い教材となるだ

ろう｡ また､ 瀬長島周回道路では､ 大潮前後の産卵

日に､ ロードキル問題が発生する｡ 野生生物と人が

交わるところでどういうことが起きるのか､ 人に何

ができるのかを考える良い機会となる｡

第二に､ 台湾方面から黒潮で流れてくるオカガニ

幼生の上陸地としての可能性である｡ 著者らの研究

によれば､ 瀬長島のオカガニ個体群との宮城島オカ

ガニ個体群ではミトコンドリア��に亜種レベル

の大きな差があり､ 瀬長島のそれはむしろ台湾のも

のと近縁であるという結果が出ている｡ そして､ 宮

城島の個体群は宮古島に近縁である (伊良皆ら，

����)｡ 瀬長島の個体群には､ 台湾方面から海流に

のって幼生が供給されている可能性がある｡ また今

後､ 瀬長島や宮城島の個体群がそれぞれに種分化し

て行く可能性も当然ある｡ このあたりの研究はまだ

緒に就いたばかりであり､ それが進まないまま瀬長

島の個体群が消失してしまっては､ すべては藪の中

である｡

今後､ 上記のこともふまえ､ 瀬長島でのオカガニ

調査を継続していく予定である｡
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